
特定非営利活動法人コミュニティラジオ京都 
2018年 7月期 放送番組審議会 

 
1.日時	 平成 30年 7月 27日（金）18:30〜 
	 	 	 	 北区役所	 3階応接室 
2.審議委員	 ７名（出席６名、欠席１名） 
出席委員	 中川隼人	 片木健二	 吉村信二	 淀野訓子	 久保駿哉	 板垣則子 
欠席委員	 高奥英路	  
 
3.事務局出席者及び参考人 
	 木村博美（放送局長）    
  伴野義幸（NPO法人	 事務局長） 
 
4.番組審議 
１）対象放送（約 20分程度聴取） 
	 	 平成 30年 7月 19日（木）13時 00分〜13時 20分 

「絵本だいすき！えほんのソムリエ」 
番組担当：鈴木諭子	 JPIC読書アドバイザー 諸岡弘様 
内容：大垣書店協賛番組  

	 	 	 	 	 OPトーク 
	 	 	 	 	 紹介絵本タイトル「夏がきた」（あすなろ書房） 
	 	 	 	 	 えほんの概要紹介、一部朗読、読み聞かせのコツ、えほん選びのポイント 
	 	 	 	 	 ENDトーク 
 
２）番組審議、意見交換 
    ・ 番組構成 
・	 取扱う題材や話題性、伝達性 
・	 当法人が定める放送番組基準の適合性 
・	 今後の番組制作へあたって参考事項 

 
5.その他 
１）報告事項 
 
２）次回（８月期）開催日	 	 8月	 29日（水）18時 30分〜	  

	 	 	 	   
 

 
 
 



＜各委員から出された意見まとめ＞ 
・	 ナビゲーターと読書アドバイザーの方（とのトークで、ナビゲーターが進行を

しっかりして話が広がって脱線しても起動修正してくれているので聴きやす

い 
・	 取り上げた絵本のターゲットのアドバイスなどもされていてわかりやすい 
・	 諸岡さんの声が聞きとりづらい 
・	 ミキシング、マイクバランスが悪い 
・	 メールアドレス、電話番号のインフォメーションが少し早くて印象に残りづら

いと感じた（変なところで区切られたりしていたのが気になった） 
・	 電話番号等はしっかり復唱されてメモできる時間はあると思った 
・	 関西弁のトークですごく温かみがあってよかった 
・	 本の紹介だけでなく、そこから話が広がっていって、自身の街の思い出話があ

って、MCさんが本の話に起動修正はするけれど、逆にもっと（広がった方の）
その話を聴いてみたいとも思った。 

・	 諸岡さんの情景の伝え方が上手で、頭の中で聴きながら想像してどんな本だろ

う、見てみたいと思える紹介の仕方をされている 
・	 （諸岡さんの）本の読み聞かせより、普通のトークの方がよかった 
・	 再放送アナウンスがわかりやすくされていてよかった 
・	 大垣書店からのお知らせ内容の 
・	 男女のお二人のコンビトークが慣れていて和気あいあい聴きやすかった 
・	 ラジオでみえないけど情景が浮かんでくるのですごく絵本に対して興味がわ

き、伝わる 
・	 絵本自体の紹介もいいが、作家さんの生い立ちや現風景の説明があっても面白

いかもしれない 
・	 次回の番組告知が（紹介する題材・絵本）あってもいい、そうしたら予習して

本をみておくことも可能 
・	 この 20 分でトークが充実しているが、少し話題内容のテーマがありすぎかも
しれない 

・	 OP の近況報告でイベント紹介、大垣書店のお知らせ、本の紹介等、夏の話題
でまとまっているのかもしれないが、もっと本に特化させてもいいのでは？ 
情報が多いと 20分間では話題がそれてしまいメインからそれてしまう 

・	 番組ではないがこの番宣がすごく印象的（BGMがすごく印象的で耳に残る） 
・	 紹介している絵本にあわせた音楽もいい 
・	 どのくらい聴かれているか Podcastのアクセス数は気になる、調査してもいい
かもしれない 

・	 とてもＤＪの方がベテランさんで掛け合いもスムーズに楽しそうな雰囲気 
・	 リスナーの方に届けるべき情報は、ゆっくりはっきりメリハリをつけて繰り返



されているなどとてもわかりやすかった。再放送の案内もとてもよかった 
・  鈴木さんの進行は抑揚もつけていて聴きやすい   
・	 BGM含めて一貫して AM感が強い印象。他の番組との親和性が感じられず、 RADIO 

MIX の“色”というのが見えにくくなっている。   
・	 上に付随して、絵本の読み聞かせという内容から見えるターゲット（20代〜30代のマ
マ)には届きにくいカラーの演出に感じた。 

・	 話題の「絵のない絵本」というものについて少しの説明があってもいい 
・	 必要な情報に関して、きちんと最後にはわかりやすくまとめられていた 
・  絵本を読む際、BGM を切るなどで転換をはっきりさせた方が、メリハリがつく 
・	 放送時間の割にはポップさが少ない印象。   
・	 内容としてはママ達がお昼にお茶をしている時間帯に絵本をテーマにした番組という

のがあまり他にはない内容でいいと思うので、今のママ達（例えば雑誌でいうと、

mamagirl とか nina’s とかの読者層）の好みに合わせた演出が出来るとキラーコンテ
ンツにもなり得ると思う。 
 

総	 括 
 
今回審議対象となったものについては、当法人が定める放送番組の基準に 
照らし合わせてみても、これに反するものは認められなかった。 
 
審議会議事録の開示 
 
平成 30年 7月 30日以降、法人事務局で閲覧できることにした。 


